
・空港周辺の制限や規定等を整理し、シミュレーション評価モデルを設定。そのモデルを用いて風車後方の風の流れの数値流体シミュレーションと
旅客機モデルを用いた着陸飛行特性への影響解析に用いるツール構築を行った。
・また本研究成果の実用化に向けた取り組み(空港の脱炭素化の具体的な検討,関係者の意識合わせ用の風車を含んだ景観パースの作成,本取り組み
を説明する講演会の開催など）を併せて実施。

風力発電設備の風速低減効果を活用した空港微気象制御
システムの実現性に関する調査とシミュレーション評価
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研究成果（中間）

研究概要

稚内空港は海に隣接した場所にあり、滑走路と海岸が平行に配置され宗
谷湾から吹き付ける横風※の影響で、特に風が強い冬期の就航率の低下
が問題になっている。
※滑走路方向に対し垂直に吹く風。横風が強い場合には航空機は
離着陸を断念する場合がある。

稚内空港を含み、北海道内７つの空港を運営する北海道エアポートと、
共同提案者である九州大学とJAXAはそれぞれの得意とする専門分野の
研究を確実に実施。

• 風の強い地域で導入の進む風力発電装置に着目し、滑走路近傍
に設置した風車のウエイク現象を活用することで海からの強い風を
弱めることを想定。

• しかし空港近隣は構造物の設置に制約（制限表面）があることや回
転する風車ブレードによる各種レーダー等への影響（電波干渉）等
が懸念される。またウエイク現象による急激な風向や風速の変化は
航空機の速度や姿勢を乱し、離着陸を困難にする可能性も想定さ
れる。

• そこで空港周辺の制約や規制を整理した上で効果的な風車の接地
位置・設置基数、また防風林も含めた総合的なモデルについての
数値流体シミュレーションや旅客機モデル着陸形態フレアフェーズ
での横風外乱に対する脆弱性調査等を実施・分析し、本研究内容
が対象空港周辺の局地強風の低減と制御に資する技術であるか評
価を行う。

• また風力発電装置により得られる電力により空港の脱炭素化も実現
する。

【風車ウエイクシミュレーション(上図:評価モデル,下図:ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ結果(地上高25m))】
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各風車の背後にそれぞれウエイク領域が形成され、さらに風車ウエイクは
相互に干渉し流下している。滑走路上空で風の減速効果が明確に再現されている。

【着陸飛行特性への影響解析に用いるツール構築】

制作したパース
（道路通行者目線）

制作したパース
（パイロット目線）

稚内地域協議会

地元協議会での講演会

【実用化に向けた取り組み】

各格子の風速３成分より空気塊の揺れ
を計算し、飛行運動計算へ反映させる。

機体を包み込む
空気塊


